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昭和 44年度 昭和 35年度
全法人 大企業 集中度 全法人 大企業 集中度|
4人ι 業 数 825，605 1，099 0.13 497，206 415 
資 本 金 9，891 5，982 60.5 3，041 1， 742 57.3 
自 己 資 本 21，025 10，726 51. 0 6，329 3，389 53.5 
総 資 産 125，364 56，885 45.4 27，965 11，868 42.4 I 
有形固定資産(合建仮) 30，383 16，105 日.0 8，806 4，9日 56.3 
投 資 7，885 5，399 68.5 1，429 908 63.5 
従業員数門人) 21，549 4，103 19.0 14，216 2，262 
売上高(監畿内 184 ，278 62，482 33.9 45，751 12，432 27.2 
営 業 手リ 益 9，136 4，024 44.0 2，308 959 41.6 I 







2) Pバラソ.Pスウィー クー ， i独占資本J(小原敬士訳)， 19師年， 9頁a



























3) 日本経済新聞社編， r企業分析入門]昭和43屯 10頁。
















































































































































































































現代企業の分析視角 (437) 1 
第2衰主要国の実質国内総生産の成長率(前年比)
1958-67 1968 1969 1970 平均
アメリカ 4.7 4.9 2.8 0.25 
カナダ 4.7 4.9 5.0 3 
イギリス 3.3 3.5 1.75 2.25 
西ドイツ 4.8 7.2 7.9 5.5 
フヲンス 5.8 4.9 7.9 5.5 
イタリア 6.0 5.9 7園 B 7 












構 成 比 (%) 
(1，0∞ドル) 食料品 原燃料 軽工業品 重化学 その他
工業品
4，235，596 昭和36年 5.9 2.3 43. 7 47.5 0.5 
呂，451.742 。 40~ 4.1 1.5 31. 9 62.0 0.6 
19，317，687 。45;'" 3.4 1.0 22.4 72.4 0.8 
輸 入
S， 810， 432 昭和36年 ll.古 64.0 1.4 22.8 0.3 
8，169，019 ~ 40~ 18.0 59.3 3.1 19.4 0.2 

















































ノj 言寸 4，412 




米 国 3，468 
西 独 666 
英 国 395 
ス イ ス 393 
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の 公正取引委員会事務局編. I日本の企業集中」昭和46年 lS頁.




















































現代企業の分析視角 く441) 15 
昭和28年 昭和44年度
イヒ 学 1 2 1 1 
電気 fス 1 1 1 2 
輸送用機械 8 1 3 
非鉄金属 8 8 
鉄 鋼 呂 7 
織 経 8 3 
オく 運 7 4 
電気機器 6 9 
童 事斗 品 5 3 
石 z由 5 3 
紙パルプ 5 。
鉱 業 3 1 
鉄 道 3 5 
卸・小売業 ワー 日
窯 業 2 4 
漁業水産養殖 2 1 
一般機械 2 l 
サーピス 2 。
陸連・航空 1 Z 
建 言空 業 。 4 













醐 麟 麦 f酉 55目4
サッポロピー Jレ 23.0 
ノj、 言十 78.4 
ナ イ t:l ン(44年， t) 
東 レ 37.3 
ユ テ カ 20.7 
，j、 言十 58.0 
ポリエステ Jレ(44年， t) 
東 レ 32.0 
帝 人 31. 9 
ノj、 言十 63.9 
タ イ ヤ(44年末，生産能力)
ブリヂストンタイヤ 45.8 
争黄 話芸 cf 4‘ 25.3 
ノJ、 責十 71. 1 
普通鋼熱間圧延鋼材(45年. t) 
新日本製鉄 37目4
日 本 鋼 管 14.4 
づ、 言十 51. 8 
電子計算措(45年度，下)
日 本 電 気 27.9 
富 士 ョ車 26.5 




























































現代企業の分析視角 (443) 17 
これは生産方視点からみると，労働力，原材料，設備，技術など統一した運営
の下で活動し亡いるといえる。しかし，私は， ζ うした企業グノレ プを個別資
本の現象形態とは見ない。独占段階での個別資本は個別独占体であり，それは





























































賦手形の買い車りを目的としたグルー プ円針融会社の設立を 10月に行なう。 r日本陸済新聞」
1971. 9. 23 
現札企業。分析視角 (445) 19 
第15表 上位大企業100社の大株主数
形 態 実数(A) 比 率 のべ数(B) 上b 率
(B) 
(A) 
銀 1f 36 13.3% 455 35.6% 12.61-吾
保 険 29 10.7 478 37.4 16.5 
その他の金融機関 7 2.6 40 3.2 5. 7 
上 イ立 100 宇土 57 21.1 143 11.2 2.5 
C{I:!OO社以外の国内法人 69 25.6 79 6.2 1.1 
外 国 法 人 30 11.1 39 3.1 1.3 
個 人 29 10.8 30 2.3 1.0 
国 白 f白 イ本 13 4.8 13 1.0 1.0 

















位置が問題とされるのである。 しかしそのばあいでも P 分析対象企業は，所属
20 (446) 第 108巻第6号
コンツェノレYの体質を一応は反映し，またその基本方針に従うこともいうまで
もないが，それにもかかわらず，具体的で日常的な企業の個性は，かなりの独
















































Z ノレγ間の協力関係も特定産業分野では起りうるヘ しかも， 他国への進出が
8) 座談会連結財務諸表制度実施の方向と問題点， i企業主計」臨時増刊号，第2&嘗第11号， 19 
71年 9月， 12:J頁。
9) 海外資掠開発のための産業界あげての持株会社構想が提起されてきている。 i毎日新聞J1970 
年IU月7目。 また， イゴ油開発について， 公取委員長が持株会社を認の cょいと発言している。
「毎日新聞J1971年4月24日。
22 (44B) 第 10B巻第6号
問題になれば，個別企業は世界企業(多国籍企業)としての形態をとり，自国政
府の援助と保護を受けながら，現地のそれぞれの国の法律的条件を最大限に活
用して，労働力や原料，販路の確保と税金対策を具体的に追求してくる。そこ
では，企業の法的単位としての意味が，それぞれの国の法制度に応じて，巧み
に使いわけられながら，資本蓄積のために国境を越えた国際的独占資本の出先
機関として活躍するのである。
以上述べた諸点を分析視角としてふまえて，さらに次稿では，企業分析の具
体的指標とその評価白問題に移ることにしようo
